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で、あたらしい暮らし。

過疎…高齢化…
さまざまな原因によって、全国的に空き家が問題になっています。
若狭町にも空き家と思われる建物は約 250 軒。

新しく家を建てた。
住んでいた方が亡くなられた。
他の地域へ出られた。

人が住まなくなった家は、生気を失い、徐々に朽ちて行きます。

しかし…そんな家に命を吹き込む新しい住み手さん。
今回はそんな方々を訪ねてみました。

古 家民

Opening
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　「きやま虹の家」は、築 20 年超の民家。ひとり暮らし

だった家主さんが施設に入所され空き家となっていた建

物を、若狭町社会福祉協議会が借りて中を改築し、小規

模多機能型居宅介護施設 ( ※ ) として使用しています。

　家主さんの子どもさんたちはそれぞれ別に暮らされて

いて、まだ新しいこの建物の管理をどうしようかと考え

ていらっしゃったそうです。

　家を訪ねたこの日も、気山のおばあちゃんたちが、ソ

ファーでくつろいでいて、明るく、ゆったりとした空気

が流れていました。窓の外には、利用者の皆さんで作っ

た吊るし柿が吊るされ、玄関の花壇は、気山さわやか会

さんが植えたパンジーが華やかさを添えていました。

　改修されたお風呂は、利用者は介助付きで入ることが

でき、二階はワンルームとして大きな空間が作られてい

て、地域の人にも使ってほしいとの思いがあるそうです。

　高齢者が自宅の近くで、「暮らすように介助や支援を受

けられる場所」として再生した家。家も、人が出入りす

ることを喜んでいるように感じます。

 ※小規模多機能型居宅介護施設は、利用者が可能な限り自立した日
常生活を送ることができるよう、利用者の選択に応じて、施設への
「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への「訪問」
を組合せ、家庭的な環境と地域住民との交流の下で日常生活上の支
援や機能訓練を行います .。

Fi le-1    ゆったりすごせる虹の家

　京都府城陽市に住まれていた千葉さんは、京都から近

い地域から順に、司法過疎の地域へと移住先を探してい

たそうで、若狭町には空き家バンクがあり、空き家対策

に熱心な町として出会ったそうです。

　お子さん 5人 ( 当時 ) と夫婦の 7人家族が住むには相応

の大きさの家でなければならず、役場の薦めでいくつか

の物件を見て回った結果、水回りのリフォームが出来て

いて、広さも十分、リフォームも自由にしていいという

家に出会うことができたそう。

　その後もう一人お子さんが誕生し、今ではお子さん 6

人とご夫婦の 8人家族。子どもたちが家の中を走り回れ

るなんて、と喜んでいらっしゃいます。

　築 100 年以上という古い家のため収納がなく、湿気も

あるのが困りものですが、まだ全く手を付けていない部

屋も多く、少しずつ残っていた荷物や道具などを片付け

て、自分たちの暮らしにあった家にして行きたいと、大

きな家暮らしを楽しんでいらっしゃいました。

Fi le-2    子どもが走り回れるお家 : 千葉信吾さん
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　北前川の小堀久太郎家は、築 300 年以上にもなる建物

です。

　持ち主だった祥子さんのご両親が亡くなられて５年。

木原さん夫婦は神戸に住んでいらっしゃったため、この

家は空き家となっていました。しかし、祥子さんはお母

さんが一生懸命家の世話をする姿を見て育ったためか、

「家を守る」という気持ちが強く、毎月 1・2度は夫婦で戻っ

てきて掃除をされていたそうです。

　この家で生まれ育った祥子さん。祖父や父が口にして

いた「瓦ぶきやトタン板をかぶせるくらいなら、家をつ

ぶしてほしい」という言葉が胸に刻まれていて、数年前

にふき替えられたかやぶき屋根を守っていきたいと思っ

ています。喫茶店や事業を興すのが夢だったご主人の宏

さんの思いと重なり、この家でカフェを始めようと準備

中です。こちらに戻ることと喫茶店を開業するにあたり、

水回りをリフォームしました。

Fi le-3    かやぶき屋根の下でカフェを : 木原宏さん・祥子さん
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　熊川生まれの横山さんは、熊川宿にある蔵で「蔵 Cafe

くまのこ」を経営されています。

　祖父母がお店をされていたこともあり、いつか自分の

お店を持ちたいと思っていた横山さん。大人になってか

ら熊川について友人たちと話すことがあり、あまり意識

していなかった熊川の良さを再認識。「歴史ある蔵を使っ

てカフェを開こうと決めました。開業に際してはたくさ

んの友人が力を貸してくれました」とのことでした。

　蔵を改装したカフェは珍しいらしく、観光で訪れた県

外のお客さんは店内に入ると決まって「すごい！」と口

にされます。一方、蔵のあるお家に住んでおられた方は「懐

かしい」と目を細めていかれます。

　「この蔵の雰囲気が自然とそういう会話をつくってくれ

ます」と横山さんは言います。彼女はつねに、時を重ね

た空間がつないでくれるお客さんとのふれあいを大切に

しています。

Fi le-4 この空間が、つないでくれる : 横山聖奈さん

　三方地域在住Nさんは、古い家の木材を利用した再生

古民家を借りて住んでいます。

　関東出身のご夫婦と子どもさん 2人の 4人家族。ご主

人が、大学院で三方五湖の自然再生事業をテーマに研究

していた縁で、夫婦で若狭町に来られ、知人の紹介でこ

の家に出会ったということです。

　水回りや居住空間はリフォームされていてとても住み

やすいそうで、集落の方々や保育園の保護者とも仲良く

されており、若狭町暮らしを満喫している様子。

　「近所の方の畑や田んぼで農産物の生産現場を見ること

ができ、時には野菜をもらったりして、とにかく食べも

のがおいしい。若狭町の食べものに胃袋をつかまれた感

じです」

Fi le-5    食べものがおいしい町、満喫 : Nさん

た素晴らしい建物にもう一度輝きを取り戻してほしい。

　若狭町では「空き家情報バンク」を作り、空き家の持

ち主と、空き家を探している人とを結んでいます。また、

空き家に新しく住む方に、改修費用の半額、上限 100 万

円までを補助しています。あなたのそばに、住む人を待っ

ている家はありませんか？

　誰かにとって必要でなくなった家が、別の誰かにとっ

ては大切な新しい生活の場となる。人が動き、風が通り、

輝きを取り戻した家々には、家族の笑顔がよく似合って

いました。

　古い家は、太い柱と太い梁、分厚い土壁に囲まれどっ

しりとした趣を持っています。思い出もいっぱい詰まっ

Epilogue    
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スポーツの秋！響けピンポン

まま ち の 話 題まま ち の 話 題

　秋の交通安全県民運動の一環として、敦賀交
通安全協会三方支部と若狭交通安全協会上中支
部が 10 月 1 日、国道 27 号沿いの倉見峠で交通
安全茶屋を開きました。両支部と敦賀署、小浜署、
町内各交通安全団体などが参加し、「交通事故ナ
シ」にかけた特産品の梨と梅ドリンク、交通事
故防止を呼びかけるチラシや手づくりマスコッ
トなどが入った袋 250 セットを配りました。
　とばっ子保育園の子どもたち 16 人は、「運転、
気をつけてね」「安全運転してね」と元気な声で
呼びかけながら、ドライバーに袋を手渡しまし
た。ドライバーは驚きつつも、「ありがとう」と
笑顔で受け取っていました。

袋手渡し「安全運転してね」

　10 月 5日、町との食育連携で、みそみ小学校 3
年生の 14 人が、自分たちで袋がけなどの作業を
してきた梨を使ったジャムの瓶詰め作業をしまし
た。
　岩屋の瀬尾澄子さんが一時間半煮詰めた梨を、
瓶からはみ出さないように、鍋からそおっとレー
ドルですくって入れ、満足げに瓶のふたを閉めて
いました。このジャムは、児童たちがラベルを作
り、今後開催される町内の行事で販売予定です。
　この場で試食した児童たちは「梅の味がする」
と隠し味に入っている梅を見つけ、瀬尾さんを驚
かせる場面もあり、また、口々に、「おいしい」「家
の人にも食べさせてあげたい」などと話していま
した。

特産「岩屋梨ジャム」体験！

　町内の小学校 3年生以上の子どもたちが参加す
る「第 10 回若狭町子ども会卓球大会」が 10 月
17 日、上中体育館で開催され、団体戦に 63 チー
ム 223 人、個人戦に 91 人がエントリーし、熱戦
を繰り広げました。

<結果 >
　団体：男子① 4K（山内、海士坂、三生野）②
山内男子③梅の里　女子①大宮チルドレン（大鳥
羽、小原、三生野）②小原・長江③梅の里 A
　個人：男子①雨森匡哉（神谷）②勝見星良（武
生）③松本育朗（上瀬）　女子①西川真央（三生野）
②武田日莉（大鳥羽）③鳥羽一希（小原）

気をつけてね！

がんば
れー !

!!
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知られざる歴史に思いをはせて

「18歳選挙権」投票の意識高めて

　10 月 30 日、「18 歳選挙権出前講座」が美方高
校で開催され、全校生徒 467 人が参加しました。
若狭町選挙管理委員会の澤啓史さんが講演し、イ
ンターネットを利用した選挙活動の注意点などを
説明しました。澤さんは「ぜひ家族と一緒に投票
へ行ってほしい」と呼びかけました。
　生徒会長の倉谷愛加さん (2 年 ) は、「SNS を使っ
た選挙活動ができる事は初めて知った。選挙権を
与えられたということは、自分たちの考えを聞い
てもらえる機会ができるということ。ニュースを
見たり、政治について家族ともっと話す機会を持
つようにしたい」と、話しました。

　地域のかくれた名所を語り部とゆっくり巡り、
ふるさとを再発見する「語り部と歩むウォーキン
グ大会」がみそみ地区と三方地区で開催されまし
た。
　10 月 24 日に行われた「みそみコース～ブラ十
村～」は、十村駅を出発し、能登神社、寺井家、
稲荷神社などを巡るコースで、約 30 人が参加し
ました。名所ごとに立ちどまり、語り部のガイド
にうなずきながら参加者は「知らなかった。伝え
ていかんとな」と、見慣れた何気ない風景の中に
も、人々の歴史があるということを実感していま
した。

　10 月 9 日から 6 日間、名車ブガッティの祭典
「インターナショナル・ブガッティミーティング」
が日本で初開催され、京都市を拠点に歴史あるス
ポットなどを巡りながら走行しました。
　12 日には、世界中から集まった 45 台がエンジ
ン音を轟かせながら熊川宿に立ち寄りました。若
狭町から参加者に、瓜割の水と英語のパンフレッ
トを手渡し歓迎しました。道沿いでは大勢のカー
ファンがカメラを構え、子どもたちは間近で見る
独特のフォルムをした車に歓声をあげていまし
た。ドライバーは記念撮影などを楽しみながら「熊
川宿は雰囲気がいいところですね」と、滞在を満
喫していました。

宿場町と古い車がミーティング BORORORORO…
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ま ち の 話 題

広葉樹で美しい里山つくろう

　10 月 31 日、熊川地区で広葉樹とふれあうイベ
ントが行われました。これは、美しい里山づくり
を目指し、「若狭町に広葉樹を植えよう」という
町の取り組みが今年度から始まることを記念して
開催。
　駒ヶ岳登山イベントでは、集まった参加者が河
内から約 2時間半かけて山頂を目指しました。下
山後は焼き芋のふるまいもありました。
　道の駅 「若狭熊川宿」では、女優の岸ユキさん
を迎えての植樹式が行われ、モミジ 20 本を寄付
いただいた若狭ライオンズクラブのメンバーや町
民約 100 人が植樹しました。( 表紙写真 )

体育館、ひんやりしますよね

「避難生活」実感してみよう

　10 月 25 日、明倫小学校区と野木地区で、若狭
町防災訓練が行われました。
　明倫小学校区では学校区内の役員と消防団が、
地元の地図に危険箇所を書き入れ、自分たちが住
む地域の現状と、災害発生時の課題等を確認しま
した。
　野木地区では、J アラートの災害発生放送を聞
いた住民が各集落センターに避難をし、集落役員
による安否確認後、町の避難勧告を受けて、指定
避難所である野木小学校へ避難をしました。
　野木小学校では、一人ずつ自分の避難場所を確

色づき始めてるね～

認するために１畳程度のレジャーシートを広げ、
全員で寝転んで、何日も避難をしなければならな
い時の様子を実感しました。
　また、グループに分かれて救急法の講習会も開
催されました。
　屋外では消防署・消防団の秋季訓練が行われ、
若狭消防組合のはしご車による高所救助訓練や上
中消防団の放水訓練などが、住民が見守る中で熱
心に行われました。　
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33 年ぶり、観音様に手を合わせ

夢と一緒に「礎石」設置完了！

　11 月 2 日、福井県が熊川で整備中の河内川ダ
ムの定礎式が行われ、関係者約 170 人が参加しま
した。西川知事は「河内川ダムは若狭地域のくら
しと経済を支え、さらなる発展に貢献できる」と
あいさつしました。森下町長は「多くの関係機関
のみなさんに心から感謝を申し上げます。感無量
の思い」と述べました。
　ダム本体に設置された 112kg の礎石には、熊川
小学校の西村さくらさん (6 年 ) が書いた文字が彫
られました。神事の後、礎石の周りには熊川小学
校全児童が将来の夢を書いた「メモリアルストー
ン」が並べられました。

　10 月 17 日と 18 日、無悪区安楽寺「木造聖観
世音菩薩立像」の 33 年に一度の御開帳と供養が
行われました。
　この貴重な機会に観音さまをひと目見ようと、
県内外から大勢の参拝客が訪れました。この仏像
は大正 10 年に重要文化財に指定された平安前期
のもので、行基の作と伝わっています。
　18 日、無悪区では御開帳大祭が行われ、天満
神社参道から太鼓囃子が練り歩きました。ふれあ
い公園では山車が披露され、よさこいなどの出し
物で賑わいました。

みんなの石
、ずっとの

こるね！

地 域 の 空 気 を 現 代 美 術 に

　9月 26 日から 10 月 12 日、熊川宿で 2回目と
なる現代美術展「若狭熊川まちなみ芸術祭」が、
旧逸見勘兵衛家蔵ギャラリー ( 写真左上 )、熊川
宿体験交流施設与七、道の駅「若狭熊川宿」資料
展示館の3会場で開催されました。壬生真代さん、
秋吉和城さん、カイトサイコさんら 3人の若手作
家が作品を展示しました。
　10 月 11 日に旧逸見勘兵衛家住宅で行われた
アーティストトークには約 30 人が参加しました。
現代美術作家の秋吉さんは、熊川に 3日間滞在し
作品を制作。「この地域になじむよう、葉っぱや
ワインなど、オーガニックな素材を使いました」
と話しました。( 表紙写真 )



10  広報わかさ 2015 年 12月号

ま ち の 話 題

芸術の秋！練習の成果発表です

　10 月 31 日と 11 月 1日、パレア若狭、上中庁舎、
歴史文化館で「若狭町文化祭」が開催され、小中
学生の作品や、町内各文化団体の会員による力作
がずらりと並びました。煎茶道方円流によるお茶
席や、三方着付教室による展示などが行われまし
た。
　1日にはパレア若狭音楽ホールで舞台発表が行
われ、家族や友人を見守る客席からはあたたかい
拍手がおこっていました。
　今回は特別ゲストとして、桂

かつらぶんざ
文三さん、桂

かつらおんり
恩狸

さんによる上方落語の公演もあり、会場は笑いに
包まれました。

よーーい、スタート !!

世界屈指の音色に酔いしれて…

　世界屈指のトランペット奏者イエルーン・ベル
ワルツさんとピアニスト中川賢一さんのコンサー
トが 11 月 4日、パレア若狭で開かれ、「多彩な音
色でトランペットのイメージが変わった」「非日
常を味わえた」などの感想が聞かれました。
　前日には上中中学校で講習会もあり、吹奏楽部
トランペットパートの生徒（小浜市と若狭町の中
学校・嶺南地域の高校）が、呼吸法などを習いま
した。とくに中学生は、本番直前の舞台にも登場。
ベルワルツさんが生徒の力を引き出す様子を、聴
衆が見守りました。
　また、リハーサルは公開で行われ、コンサート
に入場できない就学前の幼児とその保護者が聴き
手となり、楽しい時間を過ごしました。 　

ステージは、心を合わ
せて…

　11 月 3 日、「ふるさと若狭駅伝」が開催されま
した。選手はさとうみパーク横を出発し、梅街道
を走り海士坂へ。タスキをつなぎながら鳥羽地区、
瓜生地区と駆け抜け、野木小学校グラウンドに
ゴールしました。当日は時折雨がぱらつくあいに
くの天気でしたが、中継地点では大きな声をかけ
てタスキを手渡す熱のこもったレースが繰り広げ
られました。小学生の部は、野木小学校グラウン
ドを発着点に、1.5kmを 5区間走りました。
<結果 >
小学生男子の部①野木小ガッツ②瓜生小学校 /
小学校女子の部①野木小元気ガールズ②トバガー
ルズ / 一般男子の部①若狭高校 B②若狭高校 A/
一般女子の部①若狭高校

タスキをつないで若狭町縦断
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大きく育った伝統のかぶら

　11月 7日、瓜生小学校にて人権講演会が行われ、
児童、教職員、保護者、地域の皆さんが参加しま
した。
　前半は「いじめられっ子の僕が落語家になった
理由」と題し、落語家の林家染太さんがご自身の
体験をもとに講演されました。染太さんは中学校
でいじめにあったそうですが、大学卒業後、予備
校の講師を経て夢だった落語家に転身。海外での
高座も行っています。
　後半には児童、教職員の代表と落語の所作に挑
戦するコーナーなども行われました。染太さん
の「いじめられても自分で命を断ってはいけない。
自分が死んでもいじめた本人はなんとも思わな
い」との言葉が胸に残りました。（四方由紀子）　

　10 月 20 日、野木地区防災安全部会では、避難
所の運営を学ぶ HUG( 避難所運営ゲーム ) が行わ
れました。
　区長や集落防災担当者、避難所の施設管理者な
ど 30 人の参加者が 5つのグループに分かれ、カー
ドに書かれた避難者の情報を読み上げながら、避
難所に指定されている野木小学校の見取り図の、
どこの場所に収容するか、災害対策本部や外部か
ら次々と入る物資や要望に対し、どのように判断
するかを考えていきました。
　避難者は健康であるとは限らず、どう対応する
のかグループの中で話し合いながら、判断に苦慮
したり、収容した後も移動を考えねばならなかっ
たり、なかなか答えを出せない様子でした。

落語の所作
にチャレン

ジ！

　11 月 6 日、若狭町特産の山内かぶらの収穫祭
が開かれました。収穫を祝って町長、県農業経営
支援部、農楽舎の研修生、山内集落の人など約 80
人が集まり、かぶらの菜飯、かぶらを使った餃子、
みそ汁と、今年から作り始めたかぶらコロッケを
味わいました。
　9 月下旬に種をまいた鳥羽小学校の 3 年生 19
人も参加し、代表の小林周平くんが「僕たちがま
いたかぶらの世話をしてくれてありがとうござい
ました」と山内かぶらちゃんの会にお礼を言いま
した。自分たちが蒔いた小さな種から育ったかぶ
らを畑で見て、「うわあ！大きい！」と歓声をあげ、
収穫作業も体験しました。

避 難 所 運 営 難 し い！！

「人のつながり大切」落語通して

ジジ
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東京の大学に進学する方へ 上中病院職員募集

「講正学舎」は、
東京の大学に進学する福井県出身者のための
男子学生寮で、ワンルームマンション形式です。

　平成 28 年 4月の新入寮生を募集します。
詳しくは下記へお問い合わせください。

■住所：東京都世田谷区松原 2-34-6
■募集人数：5人

■メール：unpin-gakusya@clock.ocn.ne.jp
■ホームページ：http://unpin.web.fc2.com/

問い合わせ：公益財団法人雲浜奨学会
講正学舎

TEL  03-3327-7800

上中病院では、平成 28 年 4月採用の職員を
募集します。

■採用職員の職種：理学療法士または作業療法士
■採用人員：2人
■採用日：平成 28 年 4月 1日からの採用
■受付期間：平成 27 年 12 月 11 日（金）まで

■その他：
　試験は上中病院で面接により実施します。
　試験日は申し込み者に別途通知します。

申込み・問い合わせ：
若狭町国民健康保険上中病院　TEL  0770-62-1188
　ホームページ「若狭町国民健康保険上中病院」

夜間エイズ相談・HIV 抗体検査

「世界エイズデー」に合わせて
平日夜間のＨＩＶ抗体検査を実施します。
検査を受けて感染の有無を確認しましょう！

■と　き：① 12 月 4日（金）17：30 ～ 19：30
　　　　　② 12 月 1日（火）17：30 ～ 19：30
■ところ：①二州健康福祉センター
　　　　　②若狭健康福祉センター
■内　容：エイズに関する相談・
　　　　　ＨＩＶ抗体検査（迅速検査）
■費　用：無料　
■その他：匿名で受けられます。
　　　　　予約制となっておりますので、
　　　　　事前にお電話で予約してください。

問い合わせ：
二州健康福祉センター　TEL  0770-22-3747
若狭健康福祉センター　TEL  0770-52-1300

お願いします！農地の適正管理

若狭町農業委員会では、毎年１回、
町内の農地パトロールを実施しています。

今年も１０月に実施したところ、適正に利用されて
いる農地が多い中、耕作放棄地となった農地や、
管理が不十分な農地が見受けられました。
近年、「近隣の農地が荒れていて困る」
という相談も多く受けています。

農地の所有者や借主のみなさまは、
近隣に迷惑がかからないよう草刈りなど農地の

適正管理を行っていただきますよう
お願いいたします。

なお、農地の適正管理が行われていない場合、
所有者等に対し農業委員会から指導を行う場合が
ありますので、ご理解・ご協力をお願いします。

問い合わせ：若狭町農業委員会事務局
TEL 0770-45-9102（産業課）
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世界を知ろう！カナダ

今回は、 元粟野中 ALT の Iker Gomez さんに
カナダについて紹介していただきます。

カナダの文化や観光スポット、クリスマス、 
メキシコとの違いなどについて

お話を聞いてみませんか。カナダのスナックの
試食もあります。ぜひお越しください！ 

■日時：12 月 20 日 ( 日 )13：30 ～ 15：30
■場所：福井県国際交流嶺南センター
                                              ２階  会議・研修室
■講師：Iker Gomez Goroztieta
　　　  （アイカーゴメスゴロズティエタ）氏
              （メキシコ出身、カナダ在住歴 10 年）
■内容：カナダの文化紹介、カナダのスナック試食、
　　　   カナダのクリスマス紹介（一部メキシコの
                紹介含む）※通訳あり
■定員：20 名 ( 要申込 )
■参加費：500 円

申し込み・問い合わせ：
福井県国際交流嶺南センター  TEL  0770-21-3455

放送大学は入学試験のない国立系の
通信制大学です。

仕事をしながら、テレビ、インターネット等で
マイペースに学び、あなたの夢を実現してください。

生涯学習に、キャリアアップに、
各種の資格取得に、全国で約９万人が学んでいます。

お気軽にお問い合わせください。

■入学願書出願期間：12月1日（火）～3月20日 (日 ) 

問い合わせ：
〒 910-0858 福井市手寄１丁目 4-1 アオッサ 7F

放送大学福井学習センター
TEL 0776-22-6361　FAX0776-22-6431

http://www.ouj.ac.jp

放送大学で学んでみませんか

生活困窮者自立支援制度

学習教室ボランティア募集

働きたくても仕事が決まらない、
生活が苦しい、就職がうまくいかず家に

ひきこもっている、電気・ガスが止まりそう、
借金があり家計の管理ができない…など、
「暮らし」や「仕事」でお困りの方や
不安のある方のご相談をお受けし、

「生活の立て直し」のお手伝いをします。

ご家族など周りの人からの相談も
受け付けています。

詳しくは、下記までお問い合わせください。

問い合わせ：
三方地域　二州健康福祉センター福祉課

TEL  0770-22-3747
上中地域　若狭健康福祉センター福祉課

TEL 0770-52-1300

さまざまな事情を抱える家庭の
小中学生を対象とした学習教室で、
勉強を教えてくださる方を募集します。

■時　間：土日または平日夕方以降の２時間程度
■対象者：教員ＯＢ、大学生等
　　　　　（教員免許の有無は問いません）
■その他：
　・謝礼として１回２０００円支給（旅費別途）
　・都合がつく日時、場所だけでの参加も可能

問い合わせ：
三方地域　二州健康福祉センター福祉課

TEL  0770-22-3747
上中地域　若狭健康福祉センター福祉課

TEL 0770-52-1300
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町 功 労者表彰

若狭町社会福祉協議会会長、
若狭町民生・児童委員

塚本　新一さん
( 仮屋・79 歳 )

福
祉
功
労

若狭町民生・児童委員、若狭
町民生・児童委員協議会会長

日置　孝雄さん
( 能登野・74 歳 )

福
祉
功
労

若狭町議会議員

増井　九右衞門さん
( 倉見・74 歳 )

自
治
功
労

人権教育推進協議会委員、
若狭町文化協会会長、平成
25 年度秋の叙勲勲章受章

松宮　保彦さん
( 大鳥羽・74 歳 )

教
育
文
化
功
労

上中町議会議員、若狭町議
会議員、若狭町議会議長

藤内　良満さん
( 三生野・73 歳 )

自
治
功
労

三方町議会議員、若狭町議
会議員、若狭町議会副議長

中上　馨さん
( 井崎・72 歳 )

自
治
功
労

(有)かみなか農楽舎
( 安賀里 )

地
域
振
興

三方町議会議員、三方町議
会副議長、三方町議会議長、
三方町監査委員、三方五湖
農業協同組合組合長

藤原　曉さん
( 相田・72 歳 )

自
治
産
業
功
労

日本ゲートボール連合アド
バイザー、福井県ＧＢ協会
理事長、若狭町ＧＢ協会審
判長、2015 わかやま国体福
井県女子チーム準優勝監督

古﨑　邦夫さん
( 小川・71 歳 )

ス
ポ
ー
ツ
振
興

平成 27 年度

平成 13 年認定農業者に認
定。新規就農研修者 24 名
が町内就農定住。オーラ
イ日本大賞、グリーンツー
リズム大賞、福井県農林
漁業賞、ふるさとウエディ
ング協会賞、ディスカバー
農村漁村の宝優良事例選
定、福井新聞文化賞
(写真 :取締役  下島栄一さん )

　町の福祉や産業、自治などでまちづくりに尽力された
方々が、11 月 3日にホテル水月花で若狭町功労者表彰
を受けました。( 年齢順に掲載 )
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■一般会計
歳 出 予算額 支出額 支出率

議会費 1億 499 万円  5,495 万円 52.3%
総務費 17億 7,006 万円 5億 6,188 万円 31.7%
民生費 23億 6,319 万円 7億 5,204 万円 31.8%
衛生費 11億 8,453 万円 4億 5,423 万円 38.3%
労働費 2,694 万円  2,255 万円 83.7%
農林水産業費 13 億 6,408 万円 2億 4,498 万円 18.0%
商工費 2億 8,475 万円 7,253 万円 25.5%
土木費 10億 3,250 万円 1億 200 万円 9.9%
消防費 3億 8,508 万円 2億 999 万円 54.5%
教育費 7億 7,991 万円 3億 2,512 万円 41.7%
災害復旧費 280 万円 0万円 0.0%
公債費 13億 8,632 万円 7億 362 万円 50.8%
予備費 300 万円 0万円 0.0%
合 計 106 億 8,820 万円  35 億 394 万円 32.8%

歳　入 予算額 収入額 収入率
町税 17億 4,318 万円 9億 5,068 万円 54.5%
地方譲与税 1億 900 万円 3,497 万円 32.0%
利子割交付金 390 万円 170 万円 43.6%
配当割交付金 500 万円 219 万円 43.8%
株式等譲渡所得割交付金 80 万円 0万円 0.0%
地方消費税交付金 2億 3,800 万円 1億 7,360 万円 72.9%
ゴルフ場利用税交付金 1,890 万円 819 万円 43.3%
自動車取得税交付金 1,500 万円 789 万円 52.6%
地方特例交付金 400 万円 511 万円 127.8%
地方交付税 41億 5,791 万円 27 億 9,738 万円 67.3%
交通安全対策特別交付金 200 万円 101 万円 50.5%
分担金及び負担金 1億 3,708 万円 4,719 万円 34.4%
使用料及び手数料 8,857 万円 3,821 万円 43.1%
国庫支出金 7億 2,656 万円 2億 899 万円 28.8%
県支出金 15億 690 万円 1億 7,006 万円 11.3%
財産収入 8,637 万円 2,990 万円 34.6%
寄付金 2,581 万円 297 万円 11.5%
繰入金 4億 7,754 万円 0万円 0.0%
繰越金 3億 3,103 万円 3億 3,103 万円 100.0%
諸収入 2億 5,399 万円 6,076 万円 23.9%
町債 7億 5,660 万円 0万円 0.0%

■特別会計収支状況
会計名 予算額 収入額 支出額

国民健康保険 21億4,012万円 8億2,618万円 8億6,469万円
後期高齢者医療 1億6,437万円 5,650万円 3,839万円
直営診療所 1億524万円 4,707万円 3,784万円
介護保険 19億2,505万円 7億8,808万円 7億6,494万円
簡易水道事業 1億7,650万円 6,856万円 4,882万円
農業者労働災害共済事業 224万円 185万円 48万円
農業集落排水処理事業 4億693万円 5,445万円 1億8,439万円
漁業集落排水処理事業 3,670万円 3万円 1,581万円
公共下水道事業 5億6,009万円 5,807万円 2億4,654万円
町営住宅等 1億1,863万円 4,738万円 4,374万円
土地開発事業 1億5,672万円 6,755万円 3,849万円

■企業会計収支状況
水道事業
区　分 予算額 執行額

収
益
的

事業収益 1億 7,084万円 7,972万円
事業費用 1億7,084万円 3,087 万円

資
本
的

資本的収入 3,482万円 30万円
資本的支出 1億1,727万円 2,350万円

工業用水道事業
区　分 予算額 執行額

収
益
的

事業収益 4,814万円 1,505万円
事業費用 4,814万円 322万円

資
本
的

資本的収入 2,257万円 0万円
資本的支出 2,656万円 0万円

上中病院事業
区　分 予算額 執行額

収
益
的

事業収益 7億575万円  2億 6,017万円
事業費用 7億3,092万円 3億2,428万円

資
本
的

資本的収入 1億6,663万円 0万円
資本的支出 2億9,670万円 1,379万円

■町債の現在高
会計 現在高

一般会計 121億1,366万円

特
別
会
計

介護保険 2億9,286万円
簡易水道事業 3億8,771万円
農業集落排水処理事業 18億6,927万円
漁業集落排水処理事業 8,882万円
公共下水道事業 42億1,381万円
町営住宅等 1億4,331万円
土地開発事業 2億3,695万円

企
業
水道事業 8億6,098万円
病院事業 2億871万円

■町の財産
財産 所　有

土地 861,629㎡
建物 146,654㎡
庁用自動車 85台

財政事情を公表します
平成27年度
上半期

若狭町では、毎年 12 月に
「財政事情」を公表してい
ます。今回は、9 月 30 日
までの収支状況をお知ら
せします。

■問い合わせ
　総務課 TEL 0770-45-9109
　会計課 TEL 0770-45-9100

※予算は 9月補正後の金額です。

※広報では、万円単位で表示しているため
　端数が一致しない場合があります。
　（各会計とも万円未満切り捨て）

情 報 B O X
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職員給与を公表します
■人件費
平成 26年度普通会計決算額 (人口 : 平成 27 年 4月 1日 )

区　分 数　値
住民基本台帳人口 15,806 人
歳出額 (A) 109 億 5,486 万円
人件費 (B) 17 億 3,335 万円
人件費比率 (B/A) 15.8％

■職員給与　
平成 27年度普通会計当初予算額

区　分 予算額
給　料 7億 4,671 万円
職員手当 3億 8,580 万円
合　計 11 億 3,251 万円

■職員数
(平成 27 年 4月 1日現在 )
区　分 人　数

課長級 15 人
課長補佐級 43 人
主査級 64 人
主事級 44 人
技能労務級 34 人
医療職 43 人
保育士 32 人
合計 275 人

■初任給
(一般行政職 )
区　分 金　額

大学卒 163,600 円
高校卒 142,100 円

■部門別人数
(平成 27 年 4月 1日現在 )
部　門 人　数

議　会 2人
総　務 37 人
税　務 9人
民　生 59 人
衛　生 17 人
農林水産 13 人
商　工 10 人
土　木 10 人
教　育 50 人
病院 ･診療所 49 人
水　道 5人
下水道 3人
その他 11 人
合計 275 人

■特別職
（平成 27年 4月 1日現在の給料 ･報酬月額と
  平成 26 年度の期末手当の支給割合）

給料 ･報酬月額 期末手当
町　長 850,000 円

年間  3.1 か月副町長 670,000 円
教育長 560,000 円
議　長 300,000 円

年間 2.80 か月副議長 245,000 円
議　員 235,000 円

■平均給料と年齢
（平成 27年 4月 1日現在 )

平均給料額 平均年齢
一般行政職 310,100 円 42 歳 9 か月
技能労務職員 276,400 円 51 歳 3 か月

■経験年数 ･学歴別平均給料
（平成 27年 4月 1日現在 )

経験年数 大学卒 高校卒
10 ～ 15 年 250,100 円 ―　円
15 ～ 20 年 297,600 円 259,100 円
20 ～ 25 年 325,000 円 293,700 円

■期末 ･勤勉手当
（平成 26年度の支給割合 )

区　分 6月 12 月
期末手当 1.225 か月 1.375 か月
勤勉手当 0.675 か月 0.825 か月

■退職手当
（平成 27年度の支給割合 )
区　分 勤続 20 年 勤続 30 年 最高限度額

自己都合 20.445 か月 36.105 か月 49.59 か月
勧奨 ･定年 27.405 か月 42.4125 か月 49.59 か月

■職員手当
（平成 27年 4月 1日現在 )
区　分 内　容

扶養手当 配偶者    13,000 円
配偶者以外 6,500 円

住居手当 家賃 12,000 円を超える借家の場合、        
27,000 円を限度に家賃に応じて支給

通勤手当
通勤距離 2km以上で自家用車など使
用の場合、2,000 円～ 29,800 円の範
囲内で、距離に応じて支給。交通機関
等を利用の場合、その運賃を支給

時間外
勤務手当

通常の勤務時間を超過して勤務したと
きに支給。平成 26 年度普通会計の支
給総額 3,126 万円、職員 1人あたりの
平均支給額 13 万 5,328 円

※公表金額は、税や各種保険料を引く前の金額で、いわゆる手取り額ではありません。

■問い合わせ　総務課 TEL 0770-45-9109

普通会計とは、一般会計に農業者労働災害共済事業
特別会計、町営住宅等特別会計を加えたものです。
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「人権週間」にちなみ、町では
人権教育・啓発の一環として人権メッセージを

募集しています。みなさんの “ やさしいきもち ” を
文字や絵で表現し、ご応募ください。

■応募対象：小学生以上の町民の方
■応募内容：
　作品は、人権週間に関するものや嫌がらせ、いじ
　めなどの問題を解決するためのメッセージを以下
　の方法で表現し、ご応募ください。（名前、住所、
　学校と学年、個人作品か親子などの共同作品かを
　明記してください。）
　① 標　語 ： 簡潔な表現（五七五調など）
　② 五行詩 ： 5 行であれば特に規定なし
　③ 作　文 ： 400 字詰め原稿用紙 3枚以内
　　　　　　（小学１～ 3年生は 2枚以内）
　④ 絵手紙 ：ハガキの大きさ
■応募期限：12 月 10 日（木）必着

申込み・問い合わせ：教育委員会事務局　
TEL  0770-45-2222

人権メッセージを募集します

1

「人権週間」にちなみ、町では
人権教育・啓発の一環として人権メッセージを

募集しています。みなさんの “ やさしいきもち ” を
文字や絵で表現し、ご応募ください。

■応募対象：小学生以上の町民の方
■応募内容：
　作品は、人権週間に関するものや嫌がらせ、いじ
　めなどの問題を解決するためのメッセージを以下
　の方法で表現し、ご応募ください。（名前、住所、
　学校と学年、個人作品か親子などの共同作品かを
　明記してください。）
　① 標　語 ： 簡潔な表現（五七五調など）
　② 五行詩 ： 5 行であれば特に規定なし
　③ 作　文 ： 400 字詰め原稿用紙 3枚以内
　　　　　　（小学１～ 3年生は 2枚以内）
　④ 絵手紙 ：ハガキの大きさ
■応募期限：12 月 10 日（木）必着

申込み・問い合わせ：教育委員会事務局　
TEL  0770-45-2222

人権メッセージを募集します

12 月 4日から 10日までの一週間は
「人権週間」です。

12 月 4 日には、町内各地で啓発活動が行われます。
人権問題でお悩みの方は、

ひとりで悩まずに電話してみてください。

みんなの人権 110 番☎ 0570-003-110
子どもの人権 110 番☎ 0120-007-110
女性の人権ホットライン☎ 0570-070-810

また、12 月 10 日から 16 日までの一週間は
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

問い合わせ：福井地方法務局 人権擁護課
TEL 0776-22-4210

ひとりで悩まずお電話を
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若 狭 町 の 魅 力 は
ど こ に あ る ？
「旅のプロ」が若狭町で感じたこと

若狭町出身で東京若狭会世話人のフォトグラファー
倉谷清文さん。東京に住みながらも、若狭町の力に
なりたいと考え、仕事を通じて知り合った旅のプロを
若狭町に招待。「若狭町ＰＲメディアツアー」として
観光・宿泊・イベント体験を取材していただきました。
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――若狭町へようこそ。世界
中を旅されていらっしゃるお
二人に、若狭町を歩かれた感
想を伺いたいのですが、まず
は、お二人のご出身はどちら
ですか？
秋本「東京都です。」
永田「福岡県です。」
――これまで訪ねられた国の
中で、思い出深いところはど
こですか？また、それはなぜ
ですか？
秋本「メキシコやスペインで
す。ラテン系の国の人たちは
とてもフレンドリーで親切で
す。道を探していると、向こ
うから寄ってきてわざわざ案
内してくれ、ほんの少しの滞
在で、あっという間に友達に
なってしまうんです。旅は、
人と会うこと、人と知り合う
ことで、またその地を訪ねた
いと思うものです。」
永田「いろいろ行きましたが、
日本ですね。今年行ったなか
では、和歌山の近大マグロを
取材したときに見た、真っ青
な海。あの風景が素晴らしかっ
たです。もうひとつは知床で
すね。最果てに来たという感
動がありました。もうひとつ、
今回の旅で、神子へ向かう途
中に見た夕陽が素晴らしかっ
たです。ちょっと眠かったの
に、一気に目が覚めました」
――今回は 2泊 3 日で若狭町
に滞在されましたが若狭町を
どう感じられましたか？
秋本「倉谷さんから若狭町に
行こうと誘われても、テレビ

でも写真でも全く見たことが
なかったため、旅のイメージ
が全く湧かず、きっと何もな
いところなんだろうなあと
思っていました。来てみて、
やっぱりすごい田舎だと思っ
たんですが ( 笑 )、三方五湖、
熊川宿、数ある神社、ひとつ
ひとつが名所ばかりで驚き
ました。いっぱいあるじゃ
ん！ってね。東京からはアク
セスの問題がありますが、人
はアクセスが悪くても、行き
たければ行く。なんでもっと
PR しないのか、もったいな
いと思いました」
永田「私も若狭町について全
く知らなかったので、来てみ
て、こんなにいいところだっ
たんだと心に深く刻まれまし
た。見るところがあり、歴史
が深い、きっと何かがあると
思わせるものがありますよ
ね。そういったものをどうブ
ランディング ( 共通のイメー
ジをユーザーに持たせる手法
の総称 ) するといいのかです
よね」
――若狭町を見て、特に良
かったと思われるものと、反
面、改善すべきと思われるこ
とはどこですか？
秋本「人がいい。今朝、大敷
網漁体験が荒天で出来ずに
遅くまで寝てたら、泊めても
らった民宿のおかみさんに、
「あんたら遊びに来たんじゃ
ないんやろ！」って叱られま
したよ。元気なおかみさんで
ね。次も叱られに来たい、会

いに来たいって思いましたね。
リピーターはね、人に会いに
来るんですよね。反面、熊川
宿の空き家を何とかしないと
いけないなと思いました。人
との出会いを求めて来るのに、
人がいない、歩いていない、
開いてる店がない。っていう
のでは人とのふれあいがない
し、人は来ないです。来ても、
一度行けばもういいかとなる。
観光地化が嫌とか、仏壇があ
るからとか理由はあるそうで
すが、このままではもったい
ないです。もうひとつ、水が
きれいでおいしいかったです。
瓜割の滝で手ですくって飲ん
だ水がおいしかった。某メー
カーの水の広告に、その水源
をクローズアップして文章を
書いたことがありますが、水
がきれいというのは大きいと
思いますよ」
永田「町の眺めがきれいでし
たね。日本建築の家並みが素
晴らしい。海外の方が見たら、
素敵 ! と思うひとつだと思い
ます」

――若狭町を「住む」という
視点で見ると、どんなふうに
映りますか？
永田「スーパーが少ないなあ
と思いましたが、あるんです
か？」
――大型スーパーが上中地域
と三方地域にひとつずつあり
ます。
永田「じゃあ、安心しました
（笑）どこでお買い物される
のかと思ったので。あとはふ
らっと立ち寄れるカフェがほ
しいな」
秋本「WiFi ( 無線 LAN を利用
したインターネット接続 ) が
整備されていないのが辛い
ですね。今は外国人観光客に
とっても日本人にとっても、
気楽にインターネットに接続
できないと困りますね。ブロ
グや SNS への情報アップにも
影響がありますよ」
――ありがとうございまし
た。また是非若狭町にお越し
ください。
秋本「いつ来ようかなあ。お
正月辺りに ( 笑 )」

レインボーライン山頂公園にて

エコファームみかたを視察

秋本俊二さん■ SANKEI EXPRESS（日刊
タブロイド紙）作家／航空ジャーナリス
ト□世界の空を旅しながらリポートや
エッセーを発表。テレビ、ラジオの解説
者としても活躍。著書多数。オフィシャ
ルブログ「雲の上の書斎から」は、航空
ファンのみならず、エアライン、旅行、
観光の関係者に注目されている。

永田知子さん■大人のための「NIPPON
体験」予約メディア　「あいたび」ガイ
ドマネージャー□旅行誌、情報サイト
「All About」等を経てフリーの編集ラ
イターに。大人のための「NIPPON 体
験」予約メディア【あいたび】（http://
aitabi.com/）運営に関わる。
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問い合わせ

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
納付のお知らせ

POPULATION  POPULATION  POPULA
人 の う ご き

THANKS 　THANKS　THANKS　THANKS
あ り が と う

赤 ち ゃ ん
BABY　BABY　BABY　BABY　BABY

WEDDING 　WEDDING　WEDDING　WED
ご 結 婚

　　    1     

  2         3        

  4         5       6  

  7         8          9

今月の表紙
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くらしのカレンダー
■子育てのこと ■相談ごと ■健康のこと

12 月
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「梅農家へのお嫁入り」
ふるさとウェディング

上：梅じいと一緒に
左：新婦が新郎宅へ到着
中：新郎宅で家族と一緒に
右：水月湖畔で挙式

　地域の特色を活かした結婚式を支援
する「若狭町ふるさとウエディング応
援事業」を活用した結婚式が 10 月 24
日、ホテル水月花で行われました。
　鮮やかな打ち掛け姿の新婦が成出の
新郎宅に到着すると、集まった近所の
人々が「綺麗なお嫁さんや」「よう来
ておくれたな」と、お祝いと歓迎の言
葉をかけました。
　この日はふくい梅じいもお祝いに駆
けつけました。
　挙式はホテル水月花の屋外ガーデン
で行われ、レイククルーズに乗った新

郎新婦が湖から登場。絶好の秋晴れの
もと、夫婦の誓いを交わしました。
　新郎の渡辺直輝さんは、広島で開催
された農業人フェアで新婦 有子さん
と出会い、遠距離恋愛を経てゴールイ
ン。
　直輝さんは、「このご縁をいただい
たのは若狭町のおかげ。町の昔からの
風習を大事にした式を挙げたいと思
い、ふるさとウエディングに応募しま
した。集落の方をはじめ大勢の方に来
ていただき、よかったです」と話され
ました。


